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　国⺠に対して安全で安⼼できる放射線診療を届けることを⽬標として，2020 年６⽉に，⽇本医学放射線学会（JRS），⽇本放射線科専⾨医会・医会（JCR），⽇
本診療放射線技師会（JART），そして⽇本放射線技術学会（JSRT）の放射線診療関係の４団体で構成される放射線診療 4団体連絡協議会（以下，４団体協議会）
が発⾜しました．この４団体協議会では，最初に⼩児の⽣殖腺（性腺）防護の⾒直しについてのプロジェクトの協働に取り組み，2023 年４⽉に東京で開催された
⽇本医学総会 2023 東京博覧会に⽇本ラジオロジー協会（JRC）と合同で展⽰発表を⾏いました．
　放射線診療を実施する上で，チームリーダーは放射線科医であり，放射線科医が診断・治療をおこなうために最適な画像や診断に必要な情報を提供するのが診
療放射線技師です．世界的に⽇々変化していく放射線診療の中で，新しい放射線診断・治療を開発研究するのが JRS で，その技術⾯を担当するのが JSRT，そして，
その研究の場を機器開発をバックアップする⽇本画像システム⼯業会（JIRA）と共に，⼤きな視野に⽴って研究発表の場を提供する JRCがあり，その研究・臨床
の場から得られた情報を放射線科医，または診療放射線技師に提供する役割を果たすのが，JCRと JARTと考えられます．
　そんな中で，JARTと JSRTは，今回，初めて合同で学術⼤会を開催し，両会が放射線診療の中で持つ役割を再認識し，両会が効率よく協働できるような環境
の構築を⽬指しています．⼈⼯知能を応⽤した機器開発や診断技術の向上が進む中で，われわれ放射線診療に関係する団体が共に⼿を取り，より⼀層，世の中に
安全で安⼼できる放射線診療を届けるためには，どんな「次の⼀⼿」が必要とされるのか，各団体を代表する先⽣⽅にヒントをいただければと思っています．
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